


















































図 5  森林被覆率の比較
白い地点ほど森林被覆率が高い。（a）LiDAR計測デー
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目指す。     
1 － 2 　機能











































































































































































































































































　調査日を平成26年 8 月 9 日、12日、30日、31日の 4 日








山病質問表を用いて 1 ）頭痛、 2 ）消化器症状、 3 ）倦
怠感/脱力感、 4 ）めまい/ふらつき、 5 ）睡眠障害の 5
項目について 0 ～ 3 点の 4 件法で回答を得た。15点満点
のこの評点をAMS（Acute Mountain Sickness）スコア




































日と 8 月31日の間に有意な差が見られた（図 2 ）。そこ























図 3 　 8 月 9 日、12日、30日（high）と 8 月31日（low）
におけるAMSスコアの比較（＊：p<0.05）
図 2 　 8 月 9 日、12日、30日と 8 月31日の前日午後 1 時
～午前 9 時の平均気温の比較（＊：p<0.05）









































































































































粒子密度 (kg/m3) 2053 300
粒子直径 (cm) 20 0
噴出地点 (m) 0 75


































































































































































































































































































































た結果、5 つのグループに分類することができた（図 2 ）。











出現する傾向が高く、グループ 2 は中間に、グループ 3
は土壌硬度の低い場所に出現する傾向があった。
























































































































































































































チモンジセセリ（ 5 個体）、ヒメシジミ（ 8 個体）、ヤマ



























































































2000年 5 月23日に甲府盆地周辺を観測した画像（図 2 ）
を用いた処理結果では、Red-NIR平面におけるエンドメ
ンバーが図 3 のように求まった。得られたエンドメン






























































図 5  森林被覆率の比較
白い地点ほど森林被覆率が高い。(a) LiDAR計測データ





















































関する項目を除外し、 1 ）頭痛、 2 ）消化器症状、 3 ）
倦怠感・脱力感、 4 ）めまい・ふらつきの 4 項目を 4 件
法（ 0 ~ 3 点）で回答しもらい、先行研究に基づき、合
計 3 点以上の者を急性高山病発症者とした。
　その結果、 0 点が 1 名、 1 点が 2 名、 2 点が 1 名、 3







































































































































































































































































































































































　調査は、平成26年 8 月 6 、 7 日（道の駅・鉄道駅）、























（ 2） 1年間の活動（図 1）















































































































































































































































図 2 　山中湖の過去 1 万1000年間の環境変化と安定炭素同位体比から推定された植生変化


















































































et al., 2013）、 2 年目は、視覚刺激の有無が気分や主観
的回復感に違いを与えること（高山・堀内ら、 2014、































　気象条件：表 1 に調査を実施した 4 日間の気温と相対
湿度、照度を示す。気温は、 1 日目が有意に高く、 3 日
目と 4 日目の間にも有意な差が認められた。相対湿度は、
4 日間全ての間に有意差が認められた。照度は、 3 日目
が有意に高くなった。このことから、 4 日間はすべて異
なる気象条件下にあったことが確認された。
1日目 2日目 3日目 4日目
気温°C 21.5±1.5 12.1±3.1 13.0±3.0 8.7±4.3










表 1 　 4 日間の気象条件（平均値±標準偏差）


















感　想 9月27日 11月5日 11月18日 12月11日 平均
気持ちの整理 2.6 2.6 2.7 2.5 2.6
違う自分 2.9 3.3 2.6 2.7 2.8
集中 3.2 3.3 3.0 2.9 3.1
解放 3.6 3.4 3.3 3.1 3.3
休憩・リラックス 3.6 3.7 3.7 3.6 3.6
気分転換 3.8 3.8 3.8 3.6 3.7
平　均 3.3 3.3 3.2 3.1 3.2
表 2 　開催日毎の評価点（理由）
52













































































-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0
9月27日 11月5日 11月18日 12月11日
図 3 　 9 月27日のあるグループのイメージマップ
（赤線：良い印象、青線：悪い印象）
（巻頭口絵参照）
理　由 9月27日 11月5日 11月18日 12月11日 平均
見つめ直し 3.7 3.8 2.9 3.2 3.3
羽を伸ばしたい 3.8 4.1 3.0 3.4 3.5
ストレスを解消 3.8 4.4 3.1 3.2 3.5
抜け出し 3.6 3.8 3.7 3.2 3.6
自分が成長 4.0 2.8 3.6 4.0 3.8
変化 4.0 4.3 3.8 3.5 3.9
癒し 3.9 4.3 3.8 3.6 3.9
自然を体感 4.1 4.6 4.1 4.3 4.3
新しい体験 4.0 4.5 4.2 4.5 4.3
自然を身近 4.5 4.8 4.4 4.4 4.5



















サブテーマ 1 ： 継続的な都市温熱環境モニタリングによ
るヒートアイランド現象の把握と熱中症
ハザードマップの作成
サブテーマ 2 ： 植生、水系、風況、土地被覆などの温暖
化緩和要因の現状調査と問題点の抽出
サブテーマ 3 ： 市街地への山間部からの斜面冷気流が 
及ぼす影響調査







































































































































































帰り、 1 cm～ 5 cmに分割し、冷蔵保存する。採取した
位置と点数は河口湖の鵜の島と河口湖大橋の間、東（中
央）湖盆の 5 地点及び、河口湖大橋東側（船津湖盆）で










































































（ 1 ）事前評価　 9 件





































（ 1 ）中間評価　 1 件
（ 1 ）－ 1 　特別研究
　　①山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関
する研究（平成24～28年度）　
（ 2 ）事後評価　 6 件

























































「A geographer back and forth between France and 
Japan : my research background and field project 




























































2 月 6 日
「南アルプスにおけるニホンシカの影響と対策」 
長池卓男、飯島勇人（森林総合研究所）































































































International Scholarly Research Notices（Online 
Journal）
Editorial Board（Ecology）メンバー





























































































soil surface ina tropicalunderstoryplant.Scientific













































































gawa,T., Seko,Y.,Lee, J.Y.,Nagase,H., andSatoh,
M.（2014）Geneexpressiondifferencesintheduodenum






































































































































































































































































































































































2 － 9 　出張講義等
平成26年
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































対象 人数 内　　　　容 担当
平成26年 5月16日 小学校　1～6年 84 富士山の動物、富士山の水、火山としての富士山 堀内
5月25日 小学校　1～6年 76 富士山と環境 堀内
5月29日 小学校　5年 31 青木ヶ原の自然 白須・小石川
5月30日 小学校　5年 31 青木ヶ原の自然 白須・三浦
6月4日 小学校　3年 62 富士山の自然 白須・三浦
6月19日 教員 15 富士山に関する学習プログラム 堀内
6月26日 小学校　5年 86 富士山世界文化遺産 堀内
6月27日 中学校　1年 179 富士山世界文化遺産、火山としての富士山（恵みと災害） 堀内・小石川
7月1日 中学校　1年 214 富士山の自然と文化 堀内
7月4日 中学校　1年 113 富士山世界文化遺産、富士山の自然環境 堀内･小石川
7月7日 中学校　1年 34 富士山の自然と文化 堀内
7月7日 小学校　3年 10 富士山の動物 小石川
7月8日 小学校　3年 50 富士山の自然と文化 小石川
7月10日 小学校 20 富士山の水 堀内
7月11日 中学校　1年 179 富士山世界文化遺産、火山としての富士山（恵みと災害） 堀内･小石川
7月14日 小学校　3、4年 44 富士山の姿かたち、富士山の水 小石川
8月6日 小学校　1～6年 40 火山としての富士山 堀内
9月26日 中学校　1年 179 火山防災 堀内
10月4日 小学校　1、4年 33 富士山の動物、富士山の水 小石川
10月10日 中学校　1年 179 火山防災 堀内
11月7日 小学校　5年 53 火山としての富士山 堀内
11月12日 小学校　5年 57 富士山と西桂町 小石川
11月13日 教員 10 富士山に関する学習プログラム 濱
11月18日 小学校 66 富士山の水 堀内
12月9日 小学校 40 富士山の姿かたち 堀内
平成27年 1月22日 小学校　5年 84 富士山世界文化遺産 堀内
2月10日 小学校 10 富士山(折り紙） 白須・大林
2月13日 中学校　3年 84 富士山世界文化遺産 濱
2月13日 中学校　1年 296 富士山世界文化遺産、火山としての富士山、富士山の水 堀内
3月6日 小学校　6年 25 富士山の環境問題 小石川
3月18日 中学校　2年 98 火山としての富士山 堀内









































































































































一 般 書 13090冊
児 童 書 3938冊
参 考 図 書 1986冊
富士山関係 650冊
行 政 図 書 596冊











一 般 雑 誌 81タイトル
学 術 雑 誌 102タイトル
紀   要 199タイトル
行 政 資 料 254タイトル





















































（ 1 ）－ 1 　山野草写真展













（ 1 ）－ 2  動物写真展



















（ 1 ）－ 3  きのこ写真展






















（ 1 ）－ 5 　富士山・火山写真展




















（ 1 ）－ 6 　ある日の風景～富士山・身近な自然写真展～
















































調査期間：平成26年 3 月～ 4月（参加校数109校）























































































イベント情報（Vol.18 No.1～ 4 ）






芹澤（松山）和世, 金原昴平, 米谷雅俊, 渡邊広樹, 白
澤直敏, 田口由美, 神谷充伸, 芹澤如比古
富士スバルライン路傍植生への標高に伴う外来植物の侵
入





































































































































































































































































































































































































































































































































臨 時 職 員 　　 髙　橋　志　織（～27年 1 月）










臨 時 職 員  三　浦　さゆり
臨 時 職 員  秋　山　日香里















臨 時 職 員 　　 勝　俣　英　里









臨 時 職 員 　　　 遠　藤　淳　子







臨 時 職 員 　　　 渡　邉　　　学（～26年 8 月）
臨 時 職 員 　　　 笠　井　明　穂
臨 時 職 員 　　　 蓮　尾　麻由子（26年10月～）
















































































研究室を廃止し、 1 課 4 部（環境教育・交流部、自然環
境研究部、環境共生研究部、火山防災研究部）に改組
95



















地下 1階地上 3 階
2,500.631㎡
研究棟 鉄筋コンクリ トー造り地下 1階地上 2 階 3,429.005㎡
管理棟 コンクリ トーブロック造り地上 1階 98.280㎡
附属棟 コンクリ トーブロック造り地上 1階 171.277㎡
温　　室 鉄骨造り 地上 1階 101.286㎡
ポーチ屋根 鉄骨造り 17.6㎡
合　　　　計 6,318.079㎡

























































































クリ ンールーム クリ ンールーム及び内部機器
敷地内露場 気象観測システム
96
山梨県富士山科学研究所中期目標
　山梨県富士山科学研究所（以下「研究所」という。）の業務運営について、次のとおり中期目標（以下「目
標」という。）を定める。
平成26年 7 月23日
 山梨県企画県民部長
1 ．基本方針
　研究所は、日本のシンボルであり世界文化遺産である富士山を重点的に研究する機関として、その自然特
性や人との関わりなどについて研究を進めるとともに、富士山の保存管理や活用方策の構築に向け、科学的
な側面から提言を行う。
　さらに、研究成果の積極的な発信や教育事業への活用などを通じ、県民に親しまれる研究所となるよう、
職員一人一人が日々の業務に真摯に取り組む。
2 ．目標の期間
　目標の期間は、平成26年度から平成30年度までの 5年間とする。
3 ．富士山及び地域環境に係る研究の目標
　これまで環境科学研究所において蓄積してきた研究成果などを活かしつつ、富士山の自然環境や人との共
生に関する研究拠点として、研究所に期待される当面の重要な役割は、次の 3点である。
○世界遺産・富士山の保全策の構築への貢献
○富士山火山防災対策の強化への貢献
○山梨県の環境政策への提言
　これらに対応するため、本計画期間内に重点的に取り組むべき研究の方向性を次のとおり定める。
（ 1）富士山の自然特性の解明と保全
　世界遺産としての富士山の価値は、山体そのものの景観に加え、森林や水資源などの自然環境がベー
スとなっており、その普遍的な価値を保つためには、自然環境が適切に保全されていくことが必須であ
る。こうしたことから、自然環境の現況調査、自然環境を作り上げている機構の解明、自然環境に悪影
響を与えている要因の解明と保存管理策等に資する調査・研究を行う。
（ 2）人と自然の共生と富士山の適正利用
　世界遺産登録を受け、富士山を訪れる来訪者は、今後ますます増加するものと見込まれる。さらに、
富士山の自然環境に寄り添って人々の生活や産業活動が営まれている富士山麓では、開発と保全との調
和という課題も抱えている。こうしたことから、富士山の普遍的価値の適切な活用に向け、来訪者など
によるインパクト評価や、地域住民などを巻き込んだ効果的な保全活動のあり方などに関する調査・研
究を進め、人と自然が共生する地域形成に貢献する。
　また、適正利用に当たっては安全性の確保が必要である。安全な利用に資する研究も行うこととする。
（ 3）富士山の火山活動と防災対策に関する研究
　富士山火山防災に関する研究拠点として、火山活動の観測、活動履歴や噴火特性などに関する調査研
究を行う。また、気象庁、（独）防災科学技術研究所、大学など、富士山の火山活動観測・調査研究を行っ
ている機関との連携強化を図りながら、富士山火山防災対策の強化に貢献する。
（ 4）地域環境の課題解決に資する研究
　県政上の喫緊かつ早急な取り組みが必要な重要課題に対し、研究員の専門性・創造性を活かした研究
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活動を展開する。また、研究所単独では取組が困難な領域課題に対し、他の県立試験研究機関などと共
同・連携して取り組む。
4 ．教育事業、情報の収集・提供業務に関する目標
　富士山を中心とした県内の環境全般に関する県民の理解を深めるとともに、自然解説ガイドの養成などを
図るため、研究所の研究成果などを取り入れた新たな環境教育プログラムの開発及び実施を進める。
　また、富士山の自然や県内の環境全般に関する各種情報を収集・整理し、提供する。
　その際、特に利用者の関心が高いテーマに関する資料にアプローチしやすいよう掲示や検索などの利便性
の向上を図る。
　さらに、富士山世界遺産センターなど世界遺産関連機関と連携・調整を図りながら、学習展示室における
展示内容を見直す。
5 ．研究成果等の情報発信、交流業務に関する目標
　県民への説明責任を果たし、研究所活動の成果を県民に還元するため、研究成果をはじめ環境教育事業等
の活動内容について、積極的な広報に努める。
　さらに、富士山を中心とした県内の環境全般に関するセミナーやシンポジウムを一層充実させるとともに、
富士山世界遺産センターをはじめとする世界遺産関連機関や環境教育関連機関等と連携を図りながら、地域
一体となった交流活動を推進する。
6 ．業務運営の効率化に関する目標
　本目標に沿って中期計画を策定し、研究活動などを計画的に展開する。行政や社会のニーズを研究活動に
反映させ、研究成果や研究所の機能を有効に活用するため、本庁関係所属との連携体制を構築し、逐次情報
交換・協議などを行う。
　また、人員の配置や組織編成などを弾力的に見直し、研究開発の重点化や研究ニーズに柔軟に対応する。
　研究所運営にあたっては、内部評価の導入に加え、運営委員会や課題評価委員会など、研究所の運営や研
究など諸活動に対する第三者評価を実施し、組織や業務運営、活動内容などについて不断の見直しを行う。
　効率的な組織運営のため、研究所内での情報共有と担当者間の連携・協議のための体制を構築し、それら
を活用する。
　さらに、外部資金の積極的な獲得を目指す一方、大学をはじめ他の研究機関などとの連携・協力関係を強
化する。
　本目標や中期計画などを踏まえ、各職員が創造性を持って職務に取り組むとともに、所長のリーダーシッ
プの下、研究所が一体となって県民からの期待に応え得る業績を上げるものとする。
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